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図 1:24.5GHzにおける線幅の温度依存,(a)CsVC13,(b)CuGe03｡
3 実験例
これまで受け入れられてきた△H(T),即ち△Hが温度低下ともに増大し,TNで発散する例とし
てCsVC13【3】の実験結果を図1(a)に示す｡この物質はJ/k巴-115Kの1次元系であるが,鎖間
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｢量子効果が顕著な役割を果たす磁性現象の新展開｣
の相互作用によってTN巴13Kを持つ｡高温での線形や△Hの角度依存性にはスピン拡散過程の
効果を表すが,それらに対する解析の結果,極めて弱いDSZ項の存在が分かった｡しかしその効果
は弱く,△Hやその他のEPRの要素はほぼ71/DDで説明できる｡
AH(T)が増大する例はTMMCl4】を初めとするMn2+の1次元系に数多く報告されている｡
Cu2+の系ではCuCl2･2NC与H5【5】のように高温の飽和値からいったん減少した後に,短距離秩序
温度領域に入って増加し始めるものもある｡スピン相関が発達する温度領域で△∬(r)が増加する
系では,高温における線幅の飽和借は7ちDq)み,あるいは71LD+71AEで説明できる.従って前節
で説明したように,それらのAH(T)は温度低下によって増大するのである｡
図 1(b)には短距離秩序が発達する温度領域で温度低下と共に△Hが減少する例としてCuGeO3
[1を示す｡△Hの飽和債は,J/k巴-90Kによって強く先鋭化されているにもかかわらず,数kOe
にも達し,△H(T)は温度低下と共に減少している｡ナ危D+7ilEから生じる線幅の計算値は実験
結果より2桁ほども小さい｡7ti)Mから生じる線幅をIdi+1loと(Ag/9)IJI(ここで△9≡‡9-21)を
用いて計算すると実験値と桁が合う｡EPRの他の要素,即ち高温における△Hの角度依存や線形
,あるいは共鳴磁場の温度依存性なども鴫Mを主な摂動項とすることで完全に説明が付く｡叫)M
が完全にEPR吸収線を支配するその他の例として,α'-NaV205【2】やKCuF3【61がある｡
4 結び
本稿で述べたように,EPRでは線幅を初めとする各要素を解析する際には,まず線幅をもたらす摂
動項を明らかにすべきである｡KCuF3,CuGeO3およびα'-NaV205では71'DMの効果が叫)D+7弘瓦
に比べて圧倒的であるため,Tti)Mのみを式(1),(2)に適用して得た結果が実験結果をよく説明し
た｡しかしuIDMが存在しても,それの効果が鳩Dからのものと同じ程度である場合には,線幅の
温度変化や角度変化の解析は難しくなるであろう｡最近1次元系でも磁気イオンが直線上ではな
く,ジグザグ状あるいは梯子状に配列する系が続々と発見されている｡それら非直線1次元系が他
の2体摂動項より強いTti)Mを持っていても本稿の理論結果がそのまま適用できるとは限らない｡
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